
仙
台
・
郡
山
で
「
夏
季
手
当

低
額
回
答
に
抗
議
し
再
回
答

を
求
め
る
集
会
」
を
開
催

6
月
21
日
、
福
島
県
集
会
は

郡
山
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
正
門

前
で
開
催
し
、
福
島
県
支
部
と

郡
工
支
部
の
組
合
員
約
40
人
が

結
集
。
ま
た
同
日
、
貨
物
宮
城

野
駅
門
前
で
宮
城
県
集
会
を
開

催
し
、
宮
城
県
支
部
と
仙
総
支

部
の
仲
間
約
50
人
が
結
集
し
た
。

宮
城
県
集
会
に
お
い
て
東
北

貨
物
協
議
会
木
元
事
務
長
は
、

「
国
労
は
、
5
月
15
日
に
夏
季

手
当
の
統
一
要
求
3
・
0
ヶ
月

を
貨
物
本
社
・
支
社
へ
提
出
し
、

ま
た
旅
客
の
各
級
機
関
か
ら
も

要
求
書
等
を
提
出
し
て
頂
い
た
」

と
闘
い
の
経
過
と
旅
客
の
仲
間

の
取
組
み
に
対
し
感
謝
を
述
べ

た
上
で
、
「
会
社
は
春
闘
の
交

渉
時
、
今
の
経
営
状
態
を
考
慮

す
る
と
ベ
ア
実
施
は
可
能
だ
が
、

鉄
道
事
業
部
門
の
黒
字
の
継
続
、

新
し
い
中
期
経
営
改
革
の
達
成

に
向
け
て
固
定
費
と
な
る
ベ
ア

は
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い

…
と
、
期
末
手
当
に
つ
い
て
は

含
み
を
持
た
せ
て
い
た
。
さ
ら

に
5
月
の
社
内
野
球
大
会
で
社

長
は
、
『
夏
の
ボ
ー
ナ
ス
は
期

待
し
て
く
だ
さ
い
』
と
ま
で
発

言
し
て
い
る
。
し
か
し
会
社
は

6
月
15
日
に
１
・
6
ヶ
月
と
い

う
超
低
額
回
答
を
行
い
、
ま
さ

に
開
い
た
口
が
ふ
さ
が
ら
な
い

状
態
。
社
員
と
そ
の
家
族
の
生

活
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
」

と
怒
り
を
露
わ
に
し
た
。

「
ま
た
回
答
書
の
中
で
は
、
安

全
・
安
定
輸
送
の
た
め
に
は

『
ヒ
ト
・
モ
ノ
』
へ
の
投
資
は

不
可
欠
と
し
、
貨
物
の
企
業
指

針
の
中
に
は
人
間
味
あ
ふ
れ
る

企
業
を
作
り
ま
す
と
謳
っ
て
い

る
。
そ
れ
で
こ
の
回
答
は
ど
う

い
う
こ
と
か
。
『
こ
の
回
答
で

は
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
上
が

ら
ず
、
や
る
気
も
出
な
い
』
と

の
声
が
他
労
組
も
含
め
職
場
で

聞
こ
え
て
い
る
。
こ
れ
で
は
、

安
全
・
安
定
輸
送
に
赤
信
号
が

灯
り
、
若
年
退
職
に
も
歯
止
め

が
か
か
ら
な
い
」
と
社
員
の
期

待
を
裏
切
り
続
け
て
い
る
貨
物

会
社
の
姿
勢
を
批
判
。

「
私
た
ち
貨
物
宮
城
は
、
会
社

が
こ
の
よ
う
な
姿
勢
を
続
け
る

の
で
あ
れ
ば
、
重
大
な
決
意
、

ス
ト
ラ
イ
キ
で
闘
う
し
か
な
い

と
意
思
統
一
し
て
い
る
。
抗
議

行
動
は
明
日
の
正
午
ま
で
だ
が
、

最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
に
旅
客

の
仲
間
と
共
に
闘
う
決
意
だ
」

と
述
べ
て
、
現
状
打
開
に
向
け

た
闘
い
の
展
開
と
決
意
を
訴
え

た
。こ

の
間
、
貨
物
職
場
で
は
、

旅
客
の
仲
間
と
も
共
闘
し
つ
つ

創
意
工
夫
し
た
闘
い
を
展
開
し

て
き
た
。

ま
た
地
方
本
部
は
客
貨
一
体

と
な
っ
た
緊
急
抗
議
集
会
と
合

わ
せ
、
東
北
協
議
会
と
し
て
貨

物
東
北
支
社
に
対
し
、
再
回
答

を
求
め
る
申
し
入
れ
を
実
施
し

て
き
た
が
及
ば
な
か
っ
た
。

な
お
、
本
部
は
6
月
22
日
妥

結
し
、
見
解
を
発
表
し
た
。

（
協
力
：
仙
総
所
支
部
山
口
通

信
員
）

7
月
23
日
、
投
開
票
が
行
わ

れ
た
仙
台
市
長
選
挙
で
、
野
党

統
一
候
補
者
（
民
進
党
・
日
本

共
産
党
・
社
民
党
）
と
し
て
立

候
補
し
て
い
た
郡
和
子
さ
ん
が

自
民
党
・
公
明
党
推
薦
の
候
補

者
菅
原
裕
典
氏
を
破
り
当
選
し

た
。
郡
和
子
さ
ん
は
、
「
憲
法

を
市
政
に
生
か
し
、
市
民
の
命

が
大
切
に
さ
れ
る
政
治
、
格
差

を
な
く
す
政
治
を
つ
く
る
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
地
方
本

部
と
し
て
推
薦
し
闘
う
こ
と
を

執
行
委
員
会
で
決
定
し
て
い
た
。

国
政
で
は
、
４
野
党
が
一
致

し
て
、
憲
法
９
条
改
憲
に
反
対

し
、
安
保
法
制
や
共
謀
罪
法
の

廃
止
を
め
ざ
し
て
闘
っ
て
お
り
、

今
後
予
想
さ
れ
る
国
政
選
挙
選

に
弾
み
が
つ
く
こ
と
は
間
違
い

な
い
。

【
開
票
結
果
】

当
選

郡

和
子

16
万
５
４
５
２
票

菅
原
裕
典

14
万
８
９
９
３
票

林

宙
紀

6
万
１
６
４
７
票

大
久
保
三
代

８
９
２
４
票
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7
・
7

フ
ク
シ
マ
交
流
事
務
局
会
議

7
・
9

主
務
職
・
助
役
職
等
交
流
会
（
大
宮
）

7
・
18

第
12
回
地
本
執
行
委
員
会

7
・
19

東
北
自
動
車
支
部
拡
大
委
員
会

貨
物
会
社
は
、
6
月
15
日
、
「
17
年
度
夏
季
手
当
に
関
す
る

申
入
れ
に
対
し
、
「
基
準
内
賃
金
の
1
・
6
ヶ
月
分
、
7
月
7

日
支
払
い
」
の
超
低
額
回
答
を
行
っ
た
。

地
方
本
部
は
、
指
示
60
号
を
発
し
、
貨
物
会
社
に
対
し
て
抗

議
行
動
の
展
開
を
指
示
し
た
。

6
月
16
日
、
ジ
ェ
イ
ア
ー

ル
バ
ス
東
北
は
、
17
年
度
夏

季
手
当
の
申
入
れ
（
国
労
仙

地
申
第
27
号
）
に
対
す
る
回

答
を
行
っ
た
。

夏
季
手
当
は
2
・
45
ヶ
月

＋
8
万
円
の
回
答
で
3
年
連

続
同
じ
内
容
。
こ
れ
ま
で
4

回
の
交
渉
を
行
い
、
会
社
は

加
算
額
に
つ
い
て
は
ベ
ア

（
千
円
）
が
実
施
さ
れ
た
こ

と
を
理
由
に
「
前
年
並
み
は

難
し
い
」
旨
の
発
言
を
繰
り

返
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

社
員
の
労
に
報
い
る
と
い
う

こ
と
で
、
何
と
か
昨
年
と
同

額
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

私
た
ち
の
要
求
か
ら
す
れ

ば
納
得
で
き
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
を
糧
に

秋
季
年
末
闘
争
を
し
っ
か
り

取
り
組
ん
で
い
こ
う
！

（
国
労
東
北
自
動
車
支
」
No

１
１
９
か
ら
抜
粋
）

※
「
国
労
せ
ん
だ
い
」
を
は

じ
め
と
し
た
各
機
関
紙
は
、

国
労
東
日
本
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
e
-
n
r
u
.
c

o
m
/

）

の
上
部
タ
ブ
の
「
地

方
本
部
」
→
「
国
労
仙
台
地

本
」
→
「
各
情
報
の
指
矢
印
」

で
閲
覧
で
き
ま
す
。

闘いの現状を報告する木元事務長

6
月
20
日
、
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル

貨
物
東
北
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
は
、

国
労
東
北
協
議
会
が
5
月
23
日

に
実
施
し
た
「
夏
季
手
当
に
関

す
る
要
請
」
に
対
す
る
回
答
を

行
っ
た
。

そ
の
内
容
は
、
基
準
内
賃
金

の
社
員
は
1
・
9
ヶ
月
分
、
嘱

託
社
員
は
1
・
7
ヶ
月
分
、
臨

時
雇
用
員
は
1
・
5
ヶ
月
分
の

支
払
い
を
7
月
7
日
支
払
う
と

い
う
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
昨
年

比
0
・
1
ヶ
月
増
額
の
回
答
で

あ
っ
た
。



JR
東
日
本
会
社
は
6
月
9
日
、

「
エ
ル
ダ
ー
社
員
の
会
社
に
お

け
る
業
務
範
囲
の
拡
大
と
労
働

条
件
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
」

の
提
案
説
明
を
行
っ
た
。

提
案
の
中
で
は
、
「
エ
ル
ダ
ー

社
員
の
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
グ

ル
ー
プ
会
社
の
み
な
ら
ず
会
社

に
お
け
る
業
務
運
営
や
人
材
育

成
、
技
術
継
承
に
お
い
て
さ
ら

に
活
か
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、

大
量
退
職
期
の
到
来
に
伴
う
急

激
な
世
代
交
代
を
乗
り
越
え
て

い
く
た
め
、
２
０
１
８
年
度
定

年
退
職
者
よ
り
エ
ル
ダ
ー
社
員

の
会
社
に
お
け
る
業
務
範
囲
を

拡
大
す
る
」
と
説
明
し
て
い
る
。

し
か
し
こ
の
間
の
エ
ル
ダ
ー

出
向
提
示
の
実
態
を
見
れ
ば
わ

か
る
よ
う
に
、
地
域
に
受
け
皿

な
く
発
令
行
為
が
大
幅
に
遅
れ

る
（
結
果
と
し
て
生
活
設
計
が

成
り
立
た
な
い
）
、
本
人
希
望

と
違
う
（
遠
隔
地
や
希
望
と
違

う
職
種
、
厳
し
い
労
働
条
件
等

～
結
果
と
し
て
退
職
に
追
い
込

ま
れ
る
）
な
ど
の
提
示
・
発
令

行
為
が
少
な
く
な
い
数
の
組
合

員
に
行
わ
れ
て
い
る
。

会
社
自
ら
が
作
っ
た
制
度
の

約
束
事
を
反
故
（
提
示
時
期
遅

れ
や
ハ
ー
フ
タ
イ
ム
制
度
が
な

い
等
）
に
す
る
等
、
制
度
自
体

の
破
綻
が
今
回
の
提
案
事
情
と

言
え
る
。

ま
た
、
こ
の
間
国
労
が
求
め

て
き
た
「
65
歳
定
年
制
度
」
に

つ
い
て
も
応
え
て
お
ら
ず
、
あ

く
ま
で
「
エ
ル
ダ
ー
社
員
」
扱

い
で
あ
り
、
低
賃
金
に
据
え
置

き
ノ
ウ
ハ
ウ
の
み
を
活
用
す
る

ス
タ
イ
ル
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

さ
ら
に
希
望
す
る
全
て
の
社

員
が
現
職
に
留
ま
る
こ
と
が
出

来
る
の
か
等
、
不
明
な
点
も
あ

り
、
組
合
員
に
不
安
や
疑
問
が

生
じ
て
い
る
。

現
在
国
労
東
日
本
本
部
は
、

申
24
号
（
6
月
28
日
）
で
解
明

要
求
を
提
出
し
、
今
後
交
渉
を

強
化
し
て
い
く
構
え
だ
が
、
当

面
は
本
人
希
望
を
第
一
に
、
差

別
や
格
差
、
不
満
・
不
安
の
な

い
制
度
の
運
用
と
労
働
条
件
の

改
善
（
特
に
賃
金
改
善
）
を
求

め
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
同
じ
労
働
を
提
供
し
て
、

賃
金
格
差
が
あ
る
の
は
お
か
し

い
」
と
い
う
の
は
全
て
の
労
働

者
に
共
通
し
た
認
識
で
あ
り
そ

の
改
善
は
急
務
だ
。

【
昌
】

第２７３９号 国労せんだい ２０１７年７月２５日

団結 抵抗 統一

6
月
20
日
昼
、
小
牛
田
運
輸

区
分
会
組
合
員
（
地
方
本
部
執

行
委
員
＝
組
織
部
長
）
の
千
葉

弘
さ
ん
の
自
宅
・
作
業
場
・
牛

舎
が
全
焼
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

原
因
は
、
千
葉
さ
ん
の
敷
地

内
の
舗
装
工
事
を
し
て
い
た
業

者
の
過
失
に
よ
る
も
の
で
す
。

幸
い
に
も
ご
本
人
、
ご
家
族

の
皆
様
に
は
お
怪
我
等
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
災
厄

に
よ
り
、
自
宅
は
も
と
よ
り
生

活
し
て
い
た
家
財
道
具
全
て
を

失
い
、
現
在
は
ア
パ
ー
ト
を
借

り
て
生
活
し
て
お
り
、
今
後
の

再
建
を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
地
方
本
部

は
小
牛
田
運
輸
区
分
会
よ
り

「
火
災
義
援
金
の
お
願
い
」
を

受
け
、
組
合
員
を
対
象
に
「
火

災
見
舞
金
」
の
カ
ン
パ
活
動
を

行
う
こ
と
を
執
行
委
員
会
で
確

認
し
ま
し
た
。

各
級
機
関
に
お
か
れ
ま
し
て

も
趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、
取
組

み
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
国
労
仙
地
指
示
第
70
号
）

１
、
カ
ン
パ
は
任
意
で
あ
り
、

一
人
千
円
以
内
を
目
標
に
取
組

む
こ
と
。

振
込
先

東
北
労
金
本
店
営
業
部

店
番
０
８
２

口
座
番
号

普
通
６
６
０
２
０
０
０

口
座
名

国
鉄
労
働
組
合
仙
台
地
方
本
部

２
、
集
約
日
は
8
月
末
日
ま
で

と
し
ま
す

◆
第
86
回
定
期
全
国
大
会
 

日
 
程

7
月
27
日
（
木
）
～
28
日
（
金
）

場
 
所

ガ
ン
デ
オ
ホ
テ
ル
ズ
千
葉

代
議
員

中
島
利
彦

木
元
敏
彰

小
檜
山
広
幸

原
子
清
貴
（
順
不
同
・
敬
称
略
以
下
同
じ
）

◆
第
31
回
東
日
本
本
部
定
期
大
会

日
 
程

8
月
25
日
（
金
）
～
26
日
（
土
）

場
 
所

田
町
交
通
ビ
ル

6
階
ホ
ー
ル

代
議
員

秋
山
正
浩

武
田
昌
仙

高
橋
進

石
塚
和
弘
  
田
沼
光
広

◆
第
72
回
定
期
地
方
大
会

日

程

9
月
24
日
（
日
）
～
25
日
（
月
）

場

所

松
島
町
ホ
テ
ル
大
観
荘

代
議
員

宮
城
県
支
部
（
定
数
11
人
）

長
谷
川
義
浩

昆
野
正
則

千
葉
覚

墨
絵
学

伊
藤
稔

板
橋
英
一

宍
戸
康

丸
谷
豊
美

立
山
昭
仁

星
正
則

畠
山
満

福
島
県
支
部
（
定
数
5
人
）

橋
本
吉
孝

吉
田
浩
一

小
椋
正

小
檜
山
聡

山
田
明
彦

仙
総
所
支
部
（
定
数
5
人
）

伊
藤
清
志

阿
部
春
雄

鈴
木
英
弘

井
上
秋
彦

栗
原
弘

山
形
県
支
部
（
定
数
2
人
）

土
田
聡

鈴
木
幸
春

郡
山
工
場
支
部
（
定
数
1
人
）

本
田
要
一

東
北
自
動
車
支
部
（
定
数
1
人
）

岩
崎
宏

退
職
の
お
知
ら
せ

6
月
30
日
付

小
野

公
宏
さ
ん

山
形
連
合

（
テ
ク
ノ
山
形
）

佐
藤

正
幸
さ
ん

仙
総
運
転

（
テ
ク
ノ
新
幹
線
）

東
海
林

茂
さ
ん

新
庄
連
合

（
テ
ク
ノ
新
庄
）

田
沼

宏
之
さ
ん

仙
総
台
車

（
Ｊ
Ｒ
Ｔ
Ｍ
幹
線
）

高
橋

真
人
さ
ん

仙
総
車
体

（
Ｊ
Ｒ
Ｔ
Ｍ
幹
線
）

新
屋

昭
一
さ
ん

仙
台
電
車
区

（
テ
ク
ノ
東
営
業
所
）

武
田

吉
男
さ
ん

仙
台
駅
連
合

（
Ｔ
Ｓ
Ｓ
仙
台
駅
）

中
村

正
彦
さ
ん

郡
総
車
体
科

（
東
北
鉄
機
）

木
村

俊
一
さ
ん

郡
総
装
置
科

（
Ｊ
Ｒ
Ｔ
Ｍ
郡
山
）

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た

 
一
般
財
団
法
人
国
鉄
労
働
会

館
仙
台
地
方
部
で
は
、
労
働
者

生
活
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い

ま
す
。

 
具
体
的
に
は
、
労
使
ト
ラ
ブ

ル
や
解
雇
・
賃
金
不
払
い
等
の

ト
ラ
ブ
ル
、
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ

ハ
ラ
等
の
会
社
・
職
場
上
の
問

題
解
決
の
相
談
や
借
金
や
子
弟

の
進
学
・
教
育
問
題
な
ど
生
活

上
の
問
題
な
ど
、
幅
広
く
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
法
律
問
題
に
関
す
る

事
柄
に
つ
い
て
も
労
働
弁
護
士

の
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
料
は
無
料
で
す
の
で
、

一
人
で
悩
ま
ず
に
、
ま
ず
は
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
相
談
場
所

国
労
仙
台
地
方
本
部
内

◆
相
談
日
（
原
則
）

毎
週
火
曜
日

9
時
～
17
時

※
相
談
日
以
外
で
も
応
じ
ま
す

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す

◆
相
談
員

地
方
本
部
役
員
対
応

◆
相
談
受
付
（
随
時
）

０
２
２
‐
７
９
４
‐
８
４
６
６


